
山 行 報 告 書

日時 天候

山名

ＣＬ 参加者

9/23(土)
晴れ時々曇

り

9/24(日)
晴れ

（交通費/人）　約5,100円　　(共同食費＋宿泊費/人)　約1,100円

－2023年9月23日(土)～24日(日)

阿蘇山系(根子岳南峰・高岳/中岳)

古代の里キャンプ村7:00＝7:20仙酔峡登山口
登山口7:30・・・(仙酔尾根)・・・高岳・・・中岳・・・火口東展望所・・・11:00登山口
仙酔峡登山口＝アゼリア２１(入浴)＝道の駅阿蘇(昼食)＝北熊本IC＝大宰府IC＝白木原駅

O山、N川、ひとみ　（総勢４名）こーちゃん

白木原駅7:00＝大宰府IC＝熊本IC＝9:20大戸尾根登山口
登山口9:30・・・根子岳南峰・・・12:40登山口
'大戸尾根登山口＝四季の森温泉(入浴)＝古代の里キャンプ村(テント泊)

費用概算

O山
感想

2日間とも天気に恵まれ、素晴らしい山行でした。　 1日目の根子岳南峰は登山口がわかりにくく、藪漕ぎからスター
トでした。どうにか山道に辿り着くと今度は尾根沿いにひたすら登りが続くハードなトレッキングとなりました。　頂上
では、正面に天狗岳を拝める良いロケーションでした。
 2日目は仙酔峡から高岳、中岳と縦走し、煙が上がっている火口の横を通り元ロープウェイがあった辺りを降りる迫
力ある巡回ルートを歩きました。　快晴で見晴らしが良く、楽しい山行でした。　高岳は風が強く、身体が飛ばされそう
になりそうで色々な意味で壮大な自然の凄さを実感致しました。
キャンプの手配や食事の用意などしていただいたこーちゃんさん、また参加メンバーの皆さん、ありがとうございまし
た。

こーちゃん
感想

久々にホームグラウンドの阿蘇に登りました。
１日目は、以前から気になっていた根子岳南峰です。　車道から登山道への入口がススキに覆われて分かり難かっ
たですが、藪漕ぎしながら進むと、赤テープがある登山道を見つけることが出来ました。　YAMAPでは「危険ルート」
と記載されていますが、特に危険な場所はありませんでした。　山頂からは、天狗峰が真正面に見えて、絶景でし
た。
２日目は、仙酔峡から仙酔尾根(通称バカ尾根)を辿って高岳に登り、中岳から火口展望所を経由して、仙酔峡に戻
る周回ルートを歩きました。　仙酔尾根からの鷲ヶ峰は、迫力がありました。　高岳山頂は、風が非常に強くちょっと
大変でしたが、天気は良かったので九重の展望は抜群でした。火口展望所からの火口の展望は、阿蘇らしい風景で
した。
参加メンバーの皆さん、お疲れ様でした。

ひとみ
感想

1日目は根子岳南峰へ。　東峰は行きましたが南峰は初めてでした。　ヤマップでは正規ルートはなく、分かりにくい
登山口から薮こぎして急登を登り上がりました。　山頂に暫くいると天狗峰がガスの切れ間から姿を表しました。　目
の前の勇姿に感激です。
二日目は高岳、中岳へ。　左手にカッコイイ鷲ヶ峰を眺めながら岩稜帯を登り火山口を眺め周回してきました。　山
頂は飛ばされそうなくらいの強風でしたが晴天下での山行は眺望絶景を堪能できました。
また、8人用のテント に4人での宿泊は快適で楽しかったです。　キムチ鍋を用意して下さった、こうちゃんCL.運転し
て下さったO山SL、ご一緒だった N川さん、有難うございました。　楽しかったです♪♪

N川
感想

これまでドライブで立ち寄ることは何度かあれど、登山目的でははじめての阿蘇山域でした。　 前日に登ったバリ的
ルートからの根子岳も、王道からの阿蘇山周回も、とても印象的な登山道で楽しい山行でした。　 高岳山頂は強風
で飛ばされそうだったけど、終始天候に恵まれ、キャンプ場もキレイで快適、ほぼ全部が花マルの2日間、ありがとう
ございました。






